
雪崩情報の見方 

表層雪崩（積雪の途中ですべる）と全層雪崩（地面と積雪の境界ですべる）と区別して雪

崩情報をご覧になり、パトロール実施などの参考資料としてください。 

 

表層雪崩発生の可能性が高くなる場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低温が継続 

積雪内部の層 

こしもざらめで積雪安定度が黄・赤色系 

⇒すべり層になる可能性 

⇒すべり層上部が崩れる 

⇒面発生乾雪表層雪崩の発生可能性 

 

 

大量降雪時の新雪内で積雪安定度が

赤色系 

⇒新雪内部が崩れるか点発生表層雪

崩の発生可能性 

積雪の途中にこしもざらめ雪 

大量降雪：上載荷重増加 

留意点 

降雪結晶（風の弱いときに結晶形を残して積

もる）やあられの弱層は解析されません。ま

た、風による吹き溜まりの影響は考慮されて

おりません。 

 

黄・赤色系=積雪安定度低 
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全層雪崩発生の可能性が高くなる場合 

 

 

0 10 5 

含水率の高い黄緑暖色が

積雪上部から下へ移動 

積雪底面の安定度：黄・赤色系 

黄・赤色系：積雪上部から下へ移動 

高温傾向継続 

積雪がざらめ雪 

積雪底面の安定度が黄・赤色系 

含水率の高い層が積雪底面に移動 

⇒底面に水分到達 

⇒全層雪崩の発生可能性 

 

 

全層ざらめ雪 

留意点 

地面の状況（植生、凹凸）は考慮しており

ません。また、水みち（積雪内部の水のと

おりやすいところ）による水分の移動は考

慮されておりません。 
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